
 

 

 

 

 

 

 

緊急事態宣言解除 
 

  
大阪府における緊急事態宣言が解除され、大阪モデルも黄色となりました。 

 当然のことですが、新型コロナウィルス感染症が収束したわけではなく、引き続き、感染防止への

対応は続きます。 

 一方、ワクチンの接種については、まだ不安定であり、報道番組の解説者は、その状況について、

ビールジョッキに目薬一滴を投じたようなものだと例えていました。加えて、ワクチンを管理する

保冷庫の故障により貴重なワクチンが使用できなくなったというニュースも報じられており、なか

なか難しい状況にあることを認識させられました。 

 ソーシャルディスタンス、マスク、手洗い、消毒、不要不急の外出は控える等々、自分でできる方

法で粛々と感染防止に努めたいものです。きっと、一人ひとりの努力の結果がウィルスの収束につ

ながっていくはずです。頑張りましょう。 

  

 
 

 

           学校教育自己診断アンケート結果 
 

 

 

 

毎年、学校教育の改善につなげるために、保護者の皆様と児童を対象に、学校教育自己診断アンケ

ートを行っています。今年度は２月に児童対象に実施いたしました。 

３～６年生の「人の気持ちがわかる人間になりたいと思う」「地域や社会で起こっている問題やで

きごとに関心がある」「地域や社会をよくするために何をすべきか考えたことがある」「授業や課外

活動で地域のことを調べたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいたと思う」

については、約９割の肯定的回答になっており、子どもたちが身の回りの人とつながって、社会をよ

りよいものにしていこうとする積極的な姿勢がうかがえます。 

〇また、１～２年生の「ともだちのきもちがわかる人なりたいと思う」３～６年の「人の気持ちがわ

かる人間になりたいと思う」については、肯定的回答が１０割近くになっており、他者の気持ちを理

解しようとする優しい気持ちを持つ児童の割合が非常に高いです。 

一方、課題としましては、「自分には、よいところがあると思う」について、１～２年生では９割、

３～６年生では８割の肯定的回答となりましたが、逆に１～２割の児童が否定的な回答となってい

るため、引き続き、子どもたちが成功体験を積み重ね、自己有用感を高めていけるような取組みが必

要です。 

また、２～６年生の「学級会などの話し合い活動で、自分とは異なる意見や少数意見のよさを生か

したり、折り合いをつけたりして話し合い、意見をまとめている。」の肯定的回答は約６割と低く、

話し合い活動の際、根拠をもって話したり、良い意見を取り入れながら、論理的、建設的に話しを進

められる力を育成できるようさらに指導を工夫していきます。 
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おしらせ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活アンケート結果から 
 

本校では、ホームページの「学校いじめ防止基本方針」でもお知らせしておりますように、い

じめの未然防止に向け児童の実態を把握するために、毎学期、生活アンケートを行っています。 

今年度のアンケート結果について以下のとおりお知らせします 

昨年度と同様、「学校が楽しい」「みんなで何かをするのが楽しい」「自分の気持ちを話せる

友だちがいる」等について、全体の傾向として肯定的な児童が９割以上を占めていました。否定

的な回答をした１割の児童に対してはさらに寄り添い見守る必要があると感じています。 

「いじり」や「からかい」等、友だちとの関係で嫌な思いを「した」「された」に関する項目

では、１学期→２学期→３学期と進むにつれ、数値が高くなっていることがわかります。 

時間の経過と共に学級に馴染み、友だちと仲良くなっていく反面、軽はずみで行き過ぎた言動

につながっているのではないかと考えられます。日常的に「相手の立場に立って考える」「自己

の言動を振り返る」等の指導を重ねていく必要があります。 

新田版学びの4本柱である、「知ることを学ぶ」「なすことを学ぶ」「他者と共に生きること

を学ぶ」「人として生きることを学ぶ」に基づいた教育活動を大切に、引き続き、様々な場面を

捉えた指導に当たっていきます。 

  

 

      

 
 
令和 3（2021）年度から、市内４小学校を拠点校として、41 小学校対象に 4 名の SC（ス

クールカウンセラー）が配置されることになりました。 

本校は、その拠点校の一つとして、毎週火曜日の１０時15分から17時までスクールカウン

セラーに来ていただけることになりました。ただし、一人のスクールカウンセラーが10校ほど

の小学校を担当することになるため、予約によるカウンセリング体制となる見込みです。 

 今年度、配置された SSW（スクールソーシャルワーカー）とともに子どもたちのケア等に当

たっていきたいと考えています。 

指導ルームの活動が幕を閉じました！ 
 

昭和42年（1967年）の12月、豊中市の青少年の健全な育成にむけ立ち上がった豊中市青

少年指導ルーム指導員会が半世紀を経て、その活動に幕を下ろしました。 

激変する社会において、学校、家庭、地域のつながりを大切にしながら長きにわたり子どもた

ちの健やかな成長を見守っていただきました。 

これまで指導員としてご尽力いただきました皆様方に心から感謝申しあげます。有難うござい

ました。 


